
a

球
甫

蒲
洲

の

地
震

に
就

て
沸

立

怨

鐸

7
奴

二

二
l

P
F

D
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新

帝

囲

太

郎

て
緒

言

二
､
歴
史
上

の

地
質

地
雷
tE
銀

ニ
｢
叔
登

亭

一
年
間
の
暗
縞
洲
の
地
霊
融
蝕

四
､
最
近
十
二
年
間
の
機
動
記
録

五
'
耐
満
洲
り
地
籍
の藤
性

イ
磯
村
iie
l
TE
数
の
=

ズ
ム

rHu1柑H
P
禎
勤
の
桑
据

(ヽ1.ノハ
地
盤
劫
の
方
向

(エ
地
質
と
地
質
劫

ィ1■u
Eidホ

地
盤
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柿
頻

へ
磁
軌

と
親
睦

ノヽi
･嵐

喉
と
地
斑

と
の関
係
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P
e
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踏

評



(附
鎌
)
哉
奴
に
就
て

文

献
(
本
文
中
括
弧
内
に
算
用
助
字
で
示
す
)

緒

言

他
界
の
地
震
国
と
し

て知
ら
れ
た
日
本
の
人
々
の
服
か
ら
見
れ
ば
､
清
洲
に
は
地
震
は
無
い
と
絹
つ
て
も
よ
ろ
し

い
.
し
か
し
'
そ
れ
で
も
土
人
の
間
に
は
地
勢
T
iJJ
lng
)と
い
ふ
日
本
人
の
地
業
と
い
ふ
窓
塊
と
少
し
も
連
は
な
い

言
葉
が
､
チ
ャ
ン
と
あ
-
､
久
相
皆
に
地
震
に
関
す
る
憶
説
L･4
ど
が
あ
る
所
か
ら
見
る
と
.
現
在
の
彼
等
に
は
ー
或

は
歴
櫛
は
無
-
と
も
､
口
碑
伸
説
等
の
あ
る
こ
と

だけ
は
わ
か
り
､
清
洲
に
も
地
震
は
､
晋
か
ら
多
少
で
も
あ
っ
柁

で
あ
ら
-
と
云
ふ
革
が
想
像
せ
ら
る
ゝ
｡
現
に
比
按
的
新
ら
し
い
歴
史
上
の
地
震
は
西
暦

1
八
五
五
年
､

7
八
五
九

年
の
両
度

〔
丁
度
日
本
の
安
政
年
聞
〕､所
網
破
壊
的
地
震
が
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
し
､
民
閲
と
稔
る
前
か
ら
､
我
が

日
本
人
の
事
で
十
回
以
上

の
地
震
が
､
正
確

に
龍
雄
せ
ら
れ
て
居
る
か
ら
､
此
等
と
共
に
大
連
に
居
て
私
の
調
べ
得

た
清
洲
に
起
っ
た
歴
史
上
の
地
震
に
就
で
､
以
下
柳
か
述
べ
て
鬼
た
い
と
思
ふ
｡

歴

史

上

の

地

震

支
那
本
部
で
は
､
菅
か
ら
黄
河
の
流
域
と
雲
商

･
贋
酉
両
省
あ
た
り
に
度
々
破
壊
的
地
震
が
あ
っ
て
ー
共
に
支
那

の
二
大
地
震
碑
と
考
へ
ら
れ
て
居
る
O

(
1

)
O

此
等
の
二
つ
の
地
震
帯
は
､
共
に
来
四
に
延
び
て
居
-
1
そ
の
中
間

柵
滞
洲
の
地
霊
に
劫
＼

言

〓
品



地

球

滞
玉
谷

汐

罪

]
擁

蒜

脚
四

部
甘
爾

･
四
川
甫
省
の
中
部
を
南
北
に
痕
過
す
る

一
散
で
､
互
に
連
結
せ
ら
れ
て
屠
る
榛
に
考
へ
ら
れ
で
屠
る
.
殊

に
甘
甜
省
に
は
露
文
海
氏
の
研
究
(2
)
に
依
れ
ば
､
西
紀
前
人
枇
杷
よ
-
攣

一十
億
紀
の
今
｡
迄
に
約
二
自
四
十
回

の
大
小
地
警

そ
の
内
六
十
八
回
の
枝
喋
的
地
震
あ
･O
〕
が
知
ら
れ
て
鳳
る
｡

荷
支
那
東
海
の
海
岸
摘
琴

踊
.j
･江
田

渚
省
に
は
､
可
穏
卜
歴
史
上
の
軍
破
壊
的
地
震
も
知
ら
れ
て
居
る
が
ー
我
が
蒲
洲
で
は
支
那
金
土
の

1
千
回
以
上
の

歴
史
上
の
大
小
地
震
中
､
億
に
四
十
回

一

ぜ
記
銘
せ
ら
れ
て
屠
る
に
止
ま
る
｡
但
､
此
の
少
数
の
理
由
は
'
第

山
に
そ

の
記
健
の
不
完
全
L･4
こ
と
､
そ
の

小
例
は
記
銘
車
に
は
往
々
百
年
以
上
の
間
に

1
つ
も
地
震
が
記
さ
れ
て
居
な

い
部

分

が
あ
る
の
で
分
か
る
｡
勿
論
百
年
間
以
上
も
地
震
が
無
か
つ
た
域
令
も
あ
ら
う
が
､
他
の
多
-
の
褐
妹

か
ら
推
定

し
て
'
宙
年
間
も
.
廉
い
溝
洲
に
､
地
震
が
絶
無
と
は
考

へ
ら
れ
な
い
O
第
二
に
現
在
億
地
にこ
於
け
る
参
考
番
の
不

十
分
な
こ
と
で
あ
ら
-
｡
そ
れ
で
も
.
讃
者
は
如
何
に
も
清
洲
に
大
地
旗
の
少
L･4
い
こ
と
だ
け
は
想
像
す
る
こ
･･J
が

出
家
よ
う
｡

私
が
調
べ
た
蔽
按
繍
洲
に
袖
す
る
歴
史
上
の
地
震
紀
鯨
は
､
文
政
追
考

･
摸
文
献
追
考

･
古
今
固
沓
集
成
を
僻

め

三
十
飴
様
に
上
る
支
那
及
朝
鮮
の
史
苔

･
地
誌

･
並
に
雑
書
に
よ
っ
て
得
柁
も
の
で
､
次
の
通

-
で
あ
る
｡
但
､
故

大
森
博
士
(3
)や
華
氏
(4
)〔
フ
ラ
ン
ス
文
〕
の
支
那
の
歴
史
上
の
大
小
地
震
日
銀
を
常
地
で
開
す
る
こ
と
が
出
家
な

か
っ
た
故
､
比
の
調
査
の
結
兜
が
'
夫
等
と
ど
れ
程
相
違
す
る
か
を
蓑
に
記
し
兼
ね
る
O
唯
比
等
の
両
者
に
蒲
洲
の

ル
地
震
記
銘
の
遺
漏
せ
ら
れ
た
も
の
を
多
少
輔
ひ
得
た
こ
と
1
信
じ
て
居
る
｡



次
の
浦
洲
地
震
目
錬
中
､
年
敬
の
下
の
括
弧
内
の
数
字
は
､
酉
洋
些

uTl
年
取
r賀
不
L
t
各
項
の
末
尾
の
括
弧
内
の

文
字
は
.
そ
の
出
盛
た
る
原
本
の
名
を
記
す
〕

清

洲

地

震

日

報

~ヽ.,一
端
句
脱
硫
璃
明
王
二
十

7
年
(西
紀
二
年
)秋
<
月
地
笈
ハ三
閥
史
記
)
｡

田
に
記
す
､
地
.純
綿
は
高
向
鵬
沃
籾
の
第

一
回
の
地
義
融
蝕
で
､
そ
の
説
経

せ
ら
れ
L
柵
託
を
ポ
さ
れ
て
屑
LLi
い
が
'
多
分
昔
時
の
王
城
叉
に
王
.城
附
比
の
=
と
で
あ
ら
､つ
0
地
の
坤

の
王
城
に
次
に
記
す
京
都
と
範
っ
て
La
ち

が
､
そ
の
溌
砥
七
位
従
は
明
瞭
で
な
い
榛
で
わ
ス
O
兎
に
角
'
溝
洲
州
で
あ
っ
L
l事
は
関
連
ひ
鈍
か
ら
う
Ll汚
)

｡

二
塙
旬
雌
犬
統
帥
三
二
年
(
一
九
)春
滋
月
京
都
濃
(
三
関
故
知
jO
因
に
記
す
'
常
時
の
京
都
1
.
三
甜
史
記
.6
)そ
の
他
の
政
審
等
(
7
)
に
依
れ
ば
~

園
内
城
叉
に
慰
那
慮
城
･J
押
し
'
現
今
の
地
鑑
上
の
倣
龍
に
拙
て
色
々
の
説
か
み
ろ
け
れ
ど
も
､
満
洲
成
東
有
川
で
あ
っ
た
=
と
rii
t
と
の
祝
も
悉

-

一
致
す
る
O
多
-
の
壊
者
の
信
ず
る
折
に
よ
り
ば
'
現
在
0
時
鮮
紅
中
流
哲
拝
に
準
<J墜
月l
智
柳
強
舶
洞
洗
(泡
状
)で
あ
ご
1
と
｡
(
8

)

三
高
旬
寵
太
涌-1
大
王
六
十
六
年
(
二

八
)春
二
月
地
L33
｡
(
lニ
開
放
如
)

′.■.＼
EiiiZ]

相
馬
句
鶴
太
親
大
王
七
†
二
年
〓

二
川
)十

一
月
東
都
抽
選
(
三
田
政
鮎
)
田

に
記
す
'
潜
時
の
京
都
も
二
の
助
命
と
同
じ
｡

ーヽ
′

五
高
旬
恕
大
瓶
大
王
九
十
年
(
読
:H
)釈
九
月
丸
郁
地
訟
(
三
岡
虹
如

｡
及
舶
朗
通
船
)

O
凹
に
糾
す
､
丸
都
の
位
置
に
放
い
て
も
盈

肌
甚
だ
多
く
'
現

-

在
の
色
々

の
ノ場
所
在
職
定
せ
ら
れ
て
居
ろ
が
､
肝
峠
の
王
城
た
り
し
国
内
城
に
可
な
り
淀
か
つ
iI
超
で
､
そ
し
て
や
は
り
､
溝
洲
感
京
省
内
で
あ
っ

た
=
と
だ

け
は
縮
流
悉
-
1
致
し
て
居
ろ
0
(S
)

六
廿何句
磁
焚

火
王
二
年
二

四
七
)十
一
月
他
案
｡
〔
三
拘
血
記
)

ntLU
l
ノ

七

i=
E

旬
戚
吹
大
王
八
年
(
一
重
ニ
)冬
十
二
月
珊
地
籍
陥
O
(
三
桝
史
記
)

＼~ノ八
高
旬
戯
山
JJJ空

手

t
票

二
i
七
)冬
十
月
餌
軸
藍
(
三
圃
血
如
しO
脚
に
記
す
'地
の
地
盤
Ti
恐
-
ほ
丸
都
城
又
は
そ
の
脚
並
の
出
水
串
で
わ
ら
う
｡

.し
何
と
>q
れ
げ
､
地
の
地
盤
の
八
年
柵
､
即
ち
七
山
上
玉
の
十
三
年
.
間
組
二
〇
九
年
)冬
十
月
丸
都
城
に
退
部
せ
ら
れ
た
後
で
み
ろ
か
ら
｡
(
9
)そ
し

て
爾
後
東
川
王
の
二
十

山
中
(西
紀
二
四
七
年
)撃

2月
現
在
の
朝
鮮

平
壌
附
近
叱
る
常
時
の
平
壌
城
に
遊
卸
せ
ら
ろ
･三
.で

i
つ
も
地
窓
の
配
錐
が

南
滞
洲
の
地
盤
に
放
て

蒜

!
五



地

味

沸
立
怨

弟

1
班

表

芸

(

細
い
C
然
<
･に
著
し
白
鳥
将
兵

川
)に
従
へ
げ
高
旬
旗
が
､
今

の
紗
那
地
域
内
に
避
離
せ
る
げ
､
三
国
良
剤
に
融
成

せ
る
曇

帝
王
の
十
Trr7
年

(
西
紀

些

玉

串
)に
.格
和
平
壌
』
(ll
)
･J
71.,.ふ
細
事
の
み
を
本
腎
と
孝

へ
'
そ
れ
よ
り
飽
き
の
上
越
の
米
川
王
の
二
十

;
票

'E
細
l
南

七

番

二
月
F
H

以
丸
都
城
締
乱
不
可
筏
都
築
平
城
格
民
放
廟
祉
』
ハS
)
と
か
'
故
閉
尿
王
の
十
三
票

田
約
三
g
lltlE:聖

歌
七
月
『
路
用
平
壌
兜
安
城
云
々
』(1
)
と
か

記
さ
れ
i1
同
じ
三
的
史
記
の
記
事
私
儀
偶
と
し
て
鈍
槻
す
る
親
に
依
れ
ー
'
文
に
粕
飽
和
故
人
み
加
ふ
べ
JTJで
あ
る
が
1
41は
銘
-
¢
畢
肴
の
倍
サ

ム
軍

に
従
ひ
､
郡

一
回
の
平
壌
道
都
の
記
さ
れ
i1西
紀
二
相
七
年
以
後
高
旬
鵬
王
朝
の
地
盤
鮎
紙
代
朝
鮮
の
カ
の
山
水
串
と
し
て
滋
に
げ
省
-
=
と

ゝ
L
iI｡

九
背

光
帝
元
鷹
二
年
(
二
九
二
)速
射
地
畏
(碑
京
的
志
)0

l‖Ⅶ一川u
lC常
態
砕
元
庇
四
jF
(
二
九
g
rj二
月
遼
取
上
柘

‥今
遼
滞
追
竹
山
解
し
地
監
(菅
番

五
行
志
)
0

〓
北
貌
鳥
肌
大
和
三
年
(
四
七
九
≡

月
戊
辰
中
州
地
毘
胸
蟹
加
館
野
郷
哲
雄

｡

(
寛
別
語
)

三
北
現
高
約
九
和
十
九
年
(
四
九
空

四
月
乙
未
地
盤
｡
(文
献
弛
考
)

ご
元
凱
高
弧
大
利
二
十
二
年
(
四
九
八
)一二
月
繁
栄
膳
州
地
盤
｡
品
盟
批
志

)

一打｡遮
太
宗
天
据
十
二
年
(九
三
七
'
帥
絶
筆
u同
約
天

肇

尋

)相
月

甲
申

地
等

′

遼
兜
)

(福
渡
讐

市
松
壁

尋

(九
重

一)
二

月
己
己
地
盤
｡
(
通
告

】六
分
豊

ポ
米
倉
十
五
票

〓

ニ
毛

)七
月
開
成
整
兄
姉
地
を
=時
京
帥
乃
今
琴
音
職
場
〕.
(

食
故
)

l七
食
費

不
天
牽

二
年
(
〓

Fq
O
)十
二
H
T
丑
地
盤
｡
(企
及
)

nl
H-

.1H1
一

1
へ
金

華

管
試
練
相
中
〓

]
紺
地
)
十
月
甲
鹿
川
霞
し
(

余
血
)

-ヽ毒
R
仁
宗
旗
輔
元
票

三

蒜

)
二
月
戊
最
大
額
路
地
琴

s
I
T5
月
甲
申
朔
志

や
路
地
毘
有
登
如
館
,
十

方

戊
虞
大
寧
路
地
寵
加
常
｡
完

化
怖
志
)

′._＼.ヽノ
ニ完

仁
宗
姫
路
五
票

三

7
人
).a
月
甲
戊
茄
州
〔今
奉
天
沈
滞
泣
北
柏
解
氷
北
.T地
琴

(
武
史
仁
宗
東
紀
)

~ヽノ
≡
元
明
宗
教
和
東
平
二

三
二
八
竜

月
及
十
月
大
撃
路
地
藍
二

木
化
植
志
)

要
語
監
禁
蕊
恨
相
中
二

三
三
三
)
叫
月
戊
小
火
寧
路
地
殴
｡
芸

北
凧
志
)



).'177明
粍
完
成
化
二
十
年
二

相
八
何
j
拡
月
灰
細
末
伽
地
箆
.
砲
口
永
年
滞
･iE
放
生
肝
fJ同
泣
地
軸
常
監
勅
､
仙風
肘
粗
製
拘
水
天
請
出
管
望

〔
(r戯
〕甘
北

′ー
口
〔軍
籍
日

用
相
聞
∩
今
延
伸
属
し
1
聯
城
垣
基
畷
望
多
至
消
裂
人
前
既
死
潜
｡
(
翁
捷
細
)

ニ蜘
明
粧
宗
茶
粥
何
年
(
7
要

義

)五
月
遼
似
地
監
華

二
｡
(余
泣
志
)

-ヽノ
義
明
他
宗
第
婿
二
十
七
年
二

五
川
八
)七
月
筏
州
地
場

伽
常
､
同
八
月
焚
丑
金
州
地
+j藍
府
督
｡
(
令
遼
試
)

′.._ヽ
云

明

世
宗
嘉
靖
三
十
1
年
〓

叫T=.畢

こ
嘉
州
地
政
布
畢
o
(
全
速
志
)

云
明
他
宗
芸
術
四
十
川
咋
二

.<
六
九
)相
月
蕊
州
粕
質

し

(
令
洩
志
)

天
明
榊
宗
鵜
府
相
中
二

九
七
六
､㌦二
月
庶
平
耕
速
〔
東
北
紺
僻
'
春
li(
培
漕
遁
〕地
雷
､
辛
巳

叉
澄
｡
E明
史
五
行
志
)

]l.<
明
糾
宗
鵜
僧
二
十
1,<
叩
(

.1..0
明
榊
.I･k'拭
府
l二
十
七
年
(

三
明
m仙宗
詳
細
十

-
咋
二

軍
沖
教
組
熊
灘
十
八
年
(
l

芸
招
致
舶
康
湖
仙三
十
七
年
(

語
酒
宣
宗
法
光
二
十

f
串
へ

菜
摘
洗
芸
道
光
三
十
年
(
一

i
五
九
七
諒

月
壬
厨
洩
似
〔
今
恨
〕
朋
寧
∩油
嘩
迫
北
銑
鮪
〕緒
御
地
髭
細
水
三
日
O
(
明
良
五
行
志
)

〓
ハ
∪
九
)遼
兇
地
役
｡
(唾
風
鞄
謡
)

六
三
八
)九
八
ま
成
近
火
〔寒
天
遼
滞
治
し地
震
U

(

咽
血
五
行
志
)

六
七
九
)七
月
地
盤
｡
(
牌
京
独
語
)

二
ハ九
八
)武
州
地
盤
Q
(披
京
沌
志
)

.I.
八
川
こ
そ
地
産
∪
(脚
児
鵬
志
)

八
五
〇
)各
地
盟
｡
(閥
純
粋
悲
)

1
.

宗
溜
文
宗
成
性
就
中
二

八
五
五
)十

1
月
三
日
ま
戊
輩
大
金
州
地
方
ij
地
藍
､
家
屋
空

ハ
○
破
潰
C
(
理
科
年
来
)

′ー.I..14
滴
丈
宗
成
盟
九
咋
二

八
五
九
)十

一
丁
撫
他
年
荘
#
州
地
大
館
'
離
%
:烈
し
｡
(
埋
料
年
表
)

.ヽノ
天

鴻

噛
宗
同
約
卜
Ati
(
1
八
七
二
爪
月
刊ー
箆
｡
(
蒋
化
輔
志
)

′._ヽ
完

納
光
緒
光
緒
二
咋
二

八
七
六
)五
月
十

7
日
雨
鶴
地
震
｡
(
袈
化
鰯
志
)

ノーB
r露

光
緒
光
緒
十
咋
二

八
人
相
)_喝
五
月
T
Ej
申
別
館
桐
油

横
塩
｡
(
港
北
的
志

)
.

以

上
四
十
の
歴
史
上
の
大
小
地
震
中
､

所
謂
破
壊
的
地
雷
に
贋
す
べ
き
も
の
は
億
に
三
あ
-
O
上
地
の
二
三

二
二

筒
揃
洲
の
拙
監
L
就
て

)

心

石



地

味

罪
五
番

.

節
山
城

1(

T
f･.

六
及
び
三
七
是
で
あ
る
O
そ
の
他
は
､
凡
て
小
地
震
と
い
ふ
べ
き
も
の
か
と
も
思
は
れ
る
け
れ
ど
も
､
如
何
t･言

程

度
の
地
震
で
あ

っ
た
か
､
原
著
の
記
事
簡
罫
に
失
し
て
､
今
望
ど
は
ー
唯
地
麓
が
あ
っ
た
と

い
ふ
位
の
大
髄
を
知
る

に
止
ま
る
.
但
し
､
著
し
い
地
鳴
･智
件

へ
る
も
の
四
､
漣
庸
L
ftJ
地
震

の
起
れ
る
も
の
五
ー
及
び
遷
し
-
水
を
湧
出

せ
る
も
の
二
あ
る
は
注
意
す

べ
き
現
象
で
あ
る
｡
も

一
つ
注
意
を
要
す
る
鮎
は
､
西
洋
紀
元
前
及
び
紀
元
後
三
百
年

代

｡
五
百
年
代
乃
糞
入
官
年
代

二

千
年
代

二

千
二
官
年
代
及
び

一
千
七
百
年
代
に

1
っ
も
地
震
の
記
腺
の
無

い

こ
と
で
あ
る
｡
是
は
垂

,i
も
述

べ
た
通

-
､
地
震
が
此
の
時
代
に
絶
無
で
あ
っ
た
の
で
は
無
-
し
て
､
土
地
の
偏
僻

等

J
と
も

l
つ
の
理
由
で
あ
ら
う
が
､
そ
の
記
蝕
の
不
完
全
L･B
の
に
困
る
の
で
あ
ら
-
O
を
の
澄
嬢
は
､
菅
か
ら
比

校
的
近
代
に
重
鳩
に
従
っ
て
そ

り地
震
回
数
が
､
大
鰭
順
次
に
増
加
し
て
居
る
の
で
も
推
定
せ
ら
る
㌔

具
視
蝕
の

長
-
放
け
て
屠
る
の
は
､
多
-
は
国
家
の
戦
乱
の
盛
で
あ
っ
た
降
で
あ
っ
て
.
そ
の
最
も
著
し
い
例
は
､
第
六
位
紀

乃
至
九
億
紀
頃
で
彼
の
所
謂
南
北
朝
時
代
で
あ
る
O
鼎
u
壁
濃
常
な
き
閲
家
多
端
の
時
期
に
地
震
な
ど
を
紀
蝕
す
る

暇
は
無
か
つ
化
の
で
あ
ら
-
｡
随
で
上
述
の
歴
史
上
の
地
定
日
錐

は
､
甫
滞
洲
各
地
の
ぬ
籍
密
教
も
詳
密
に
漁

っ
て

勝
次
に
追
補
せ
ら
る
べ
き
も
､
或

一
部
は
到
底
蕃
び
そ
の
記
灘
を
求
め
る
こ
と
が
揖
凍
な
い
か
も
知
れ
ぬ
｡

最
近
二
十

一
年
間
の
南
浦
洲
の
地
震
記
録

大
連
に
於
で
は
'
明
治
三
十
七
年
九
月
七
日
観
測
開
始
の
臼
か
ら
大
正
十
四
年
十
月
務
田
ま
で
二
十

1
年
間
に
'



地
震
記
鈍
は
九
回
あ
る
U
年
別
に
す
れ
ば
､
明
治
四
十

11
年
に
一
回
､
大
王E
五
年
に
一
回
､
同
十
年
に
l
回
ー
同
十

7
年
に
二
回
､
同
十
二
年
に

一
回
､
同
十
三
年
に
二
回
及
び
同
十
四
年
に

1
回
と
い
ふ
次
発
で
､
旅
順
に
於
で
は
､

最
近
二
十

一
年
間
に
唯
三
回
の
地
震
が
知
ら
れ
て
屠
る
O
即
ち
明
治
四
十
年

･
同
甲
T
l
年
及
び
大
正
十

一
年
に
各

々

1
回
づ
ー

是
で
あ
る
｡
(14
)

営
口
で
も
同

一
の
期
間
に
唯
三
回
の
地
質
記
銘
が
あ
る
0
即
ち
明
治
四
十
年

･
大
瀧
六
年
及
大
淀
十
三
年
に
各

一

回
づ
1
度
で
あ
る
O

(泊

)

奉
天
で
は
明
治
三
十
八
年
五
月

1I
H
観
測
開
始
以
来
本
年
十
月
末
日
迄
約
二
十
年
間
に
､
三
回
､
大
正
四
年
と
六

年
と
本
年
〔
帥
ち
大
正

十
四
年
〕
四
月
と
に
各

一
回
の
地
恩
を
威
知
し
た
の
に
､
長
春
で
は
皆
無
で
あ
る
O
(14
)

安
寛
に
近
い
朝
鮮
側
の
離
薯
浦
で
は
､
大
正
五
･六
｡七
年
と
各

([
回
づ
～
即
ち
三
回
の
地
震
を
記
銀
せ
ら
れ
て
屠

る
｡
即
ち
龍
岩
浦
は
清
洲
に
梅
-
近
い
の
と
安
東
で
観
測
し
て
居
な
い
祐
係
上
､
今
侶
-
に
瓶
洲
地
震
教
卓
に
加

へ

る
と
絶
べ
て
で
､
二
十

一
と
な
る
｡
そ
の
中
､
地
震
の
年
月
日

･
時
園
等
を
灘
照
し
て
明
か
に
同

一
の
地
震
と
思
は

る
ゝ

も
の
は

t
つ
と
し
て
数

へ
直
し
て
見
る
と
､
僕
に
十
着
四
回
に
止
ま
る
O
即
ち
平
均
す
る
-J
三
ケ
年
間
に
丁
度

二
回
づ
1
の
地
震
と
い
ふ
制
令
と
L･J,る
｡
今
比
等
の
凡
て
の
地
震
の
大
要
を
､
大
連
の
観
測
所
の
厚
意
に
よ
っ
て
得

た
記
線
(14
)に
よ
っ
て
次
に
記
す
｡

Jヽl
清
洲
に
於
け
る
最
初
の
地
震
の
紀
妹
は
､
明
治
蛸
十
年

山
月
十
日
午
後
二
時
四
十
六

か

〔
時
間
は
日
本
西
部
標

南
浦
洲
の
地
藍
に
就
TJ

t
九

8
九



地

球

鼎
五
馨

節

1
娩

云

こ0

準
陣
に
按
る
､
以
下
之
に
倣
ふ
〕
よ
♭
約

1
分
間
佐
竹
急
L･.
る
射
撃
北
酉
の
方
向
よ
･-
南
東
に
向
ふ
水
平
動
を

樽
へ
た
｡
被
審
接
し
｡
大
漣
｡旅
順
｡営
口
に
於
で
殆
A
J同
時
に
戚
知
し
特
化
こ
と
を
記
蝕
せ
ら
れ
て
屠
る
｡
営

時
は
.
我
が
両
横
洲
に
は
】
つ
も
徹
勘
計
も
地
震
計
も
装
置
せ
ら
れ
て
居
な
か
っ
た
か
ら
.
震
源
そ
の
他
の
正

確
t･B
る
軍
資
を
想
定
す
る
財
制
が
無
い
｡

射
明
治
四
十

7
年
五
月
四
日
午
後
十
時
二
十
五
分
十
秒
か
ら
同
二
十
五
秒
迄
十
五
秒
間
､
蔵
版
に
威
知
せ
ら
れ
セ

(
地
業
は
､
清
洲
で
観
測
開
始
以
雑
第
二
回
目
の
も
の
で
あ
る
が
ー

一
つ
も
評
紺
な
記
銘
が
な
い
｡
隣
接
地
た
る

衆
力
約
四
十
五
肝
の
大
連
で
は
威
壁
し
た
紀
鎌
が
無
い
所
か
ら
想
像
す
る
と
~
鮎
諭
甚
だ
微
弱
の
も
の
で
ぁ
つ

陀
事

だけ
は
た
し
か
で
あ
る
｡

ー
れH一

3
大
正
四
年
七
月
九
口
午
前
二
時
二
十

l
卦
〔
時
計
に
故
障
あ
-
､
時
間
正
確
な
ら
す
〕
奉
天
で
威
知
せ
ち
れ
た
弱

■H川ⅦlU震
と
し
て
は
荊
々
亜
き
方
の
性
質
急
L･4
る
地
震
あ
り
｡
遠
雷
の
如
き
膏
饗
を
伴
っ
て
約

1
分
間
も
渡
頼
し
た
｡

常
時
大
連
の
観
測
所
に
は
甫
二
十
倍
の
廓
大
度
を
有
す
る
大
森
式
微
動
計
が
装
置
せ
ら
れ
て
あ
っ
化
が
'
少
し

も
そ
の
記
銀
を
留
め
て
居
な
い
｡
随
で
震
源
な
ど
を
推
定
す
る
に
由
な
し
O

射
大
正
五
年
十

一
月
十
四
日
午
前
十
時
二
十
三
分
七
秒
大
連
に
於
で
威
じ
た
弱
震
は
､
性
質
比
枚
的
急
に
し
て
､

′一.＼道
程
距
離
北
東

へ
二
百
六
十
僻
の
離
岩
浦
に
於
て
も
同
日
午
前
十
障
廿
三
分
〔
便
宜
上
西
部
標
準
時
に
な
は
す
〕

即
ち
七
秒
間
前
に
成
知
せ
ら
れ
て
居
る
O
そ
の
報
告
に
日
-

『
局
内
に
於
て
人
髄
に
微
弱
篭
る
振
動

の威
発
智



異
へ
ー
速
き
地
滑
-
な
開
-
が
如
き
音
響
わ
ら
』

と
｡

常
時
大
連
に
於
け
る
微
動
計
の
記
鋸
に
よ
れ
ば
､
主
要

,-TT1-

南
北
動
は
五
甫
九
十

〃
､
震
源
地
は
大
連
を
振
る
膏
七
十
六
粁
北
見
は
南
と
推
定
せ
ら
れ
て
屠
る
0

5
大
瀧
六
年
五
月
廿
八
日
営
口
で
は
午
彼
五
時
三
十
九
分
1二
十
砂
塵
麓
､
弱
震
中
で
は
革
ろ
弱
い
方
で
'
性
質
は

l川1一柑u至
っ
て
急
で
あ
っ
た
が
.
地
嶋
を
少
し
も
威
じ
な
か
っ
た
｡
同
時
刻
頃
奉
天
で
は
地
濃
勧
留
萌
々
強
-
威
じ
､

家
屋
の
動
揺
す
る
を
認
め
た
O
離
岩
浦
並
に
そ
の
南
東
方
甫
五
十
肝
の
平
壌
で
も
ー
性
質
は
緩
慢
な
振
動
で
あ

っ
た
が
､
地
鴨
を
伴
っ
て
来
り
,.
月
障
子
も
馬
め
に
鳴
っ
た
｡
殊
に
融
岩
浦
測
候
所
か
ら
の
報
薯
に
は
､
そ
の

『
地
鳴
-
が
南
々
酉
よ
り
明
瞭
に
､遮
-
大
石
が
落
下
し
た
接
に
響

い
て
凍
て
､近
来
稀
れ
桔
振
動
･.智
威
貸
し
た
』

と
記
さ
れ
て
あ
る
｡
大
達
に
於
け
る
微
勘
計
で
は
)
そ
の
初
期
微
動
に
よ
っ
て
推
算
せ
ら
れ
た
震
肝

.の
距
離

は
､
南
(?
)
へ
官
九
十
二
粁
と
あ
る
O.
主
要
動
の
振
幅
か
ら
い
ふ
と
､
桑
の
大
正
五
年
十

一
月
の
も
の
1
約
二

倍
の
強
さ
に
常
る
｡

)6
大
正
七
年
二
月
二
十

1
日
午
後
十
時
十
七
分
四
十
八
秒
鶴
薯
浦
に
起
つ
LJ急
性

の
弱
震
の
時
は

『
家
康
の
鋤
拓

l-
川pを

認
め
､
戸
障
子
も
鳴
っ
た
』
と
あ
-
O
常
時
大
連
に
於
て
は
､
新
築

の観
測
所
に
微
動
計
を
移
晒
最
中
で
ー

そ
の
観
測
を
敏
-
が
故
に
､
今
之
を
詳
密
に
知
る
に
由
t
bL
O

次
の
二
年
間
即
ち
大
浦
八
年
及
び
九
年
に
は
清
洲
に
は
､

一
つ
も
出
窓
の
記
銘
が
無

い
｡

.'l
u一

7
大
正
十
年
五
月
十
日
午
前
六
時
十
五
分
十

1
秒
大
逆
に
於
で
'
急
劇
な
る
弱
震
約
三
秒
間
績
-
と
記
雅
せ
ら
れ

(

耐
満
洲
の
血
%
lに
放
て

ニー

こ

I



鞄

球

第
五
懸
.

第

1
班

1iニ

こ
こ

で
あ
る
が
､
同
じ
大
連
の
微
動
計
に
は
些
の
記
鎌
を
認
め
L･4
い
O
茶
思
故
tJB
串
で
あ
る
J
微
動
計
に
戚
じ
L･6
い

で
人
髄
に
威
じ
得
る
地
震
は
あ
り
符
べ
か
ら

ざ
る
こ
と
の
棟
に
思
は
れ
る
｡
然
ら
ば
単
な
る
何
か
の
膏
響
か
と

い
ふ
に
､
異
な
竪
管
饗
で
も
人
髄
に
地
震
か
と
恩
は
し
め
る
様
な
塞
束
の
振
動
な
ら
ば
､
鋭
敏
巧
百
二
十
倍

の

廓
大
便
あ
る
大
森
式
微
動
計
に
は
無
論
威
じ
L･4
-
で
は
な
ら
ぬ
｡
然
る
に
､
貨
除
そ
の
微
動
計
記
液
を
敏
-
と

す
る
と
試
思
譲
と
云
は
ざ
る
を
得
な
い
C
更
に
後
日
の
考
葦
を
待
つ
｡

.ヽノ

)

8
及
び
9
大
正
十
一
年
に
約

1t
ヶ
月
の
蘭
に
､
同
じ
大
連
に
於

て人
髄
に
威
党
あ
る
地
震
が
二
っ
あ
っ
た
0

7
つ

■l
U

nl
ロ

は
四
月
三
日
午
前
九
時
三
十
七
分
四
十
七
秒
に
起
っ
た
も
の
で
､
極
め
て
微
弱
な
性
質
梢
々
急
な
地
震
で
､
家

屋
が
少
し
-
動
播
す
る
を
認
め
得
た
｡
次
の
は
五
月
四
円
年
後
八
時
五
十

一
分
糾
十
七
秒
の
弱
震
で
､
前
の
よ

-
も
寧
ろ
弱
-
'
声
障
子
が
ガ
タ
ガ
タ
鳴
っ
た
程
度
で
あ
る
C'
前
者
の
震
源
地
は
南
(?
)
へ
百
四
十
七
粁
の
距

離
の
虞
に
在
る
と
推
定
せ
ら
れ
､
後
者
は
其
栗
源
地
は
迄
に
近
-
､
億
に
六
十

1i
肝
の
庭
に
在
る
と
算
定
せ
ら

れ
て
居
る
｡

億
に
一
ケ
月
間
に
同

一
地
で
､
二
回
も
有
威
近
地
地
震
の
絞
出
せ
る
場
合
ー
日
本
内
地
で
は
往
々
大
地
震

∽

前
き
括
れ
で
あ
る
こ
と
も
あ
っ
て
~
多
少
管
減
を
要
す

べ
き
で
あ
っ
た
で
あ
ら
-
が
､
我
が
清
洲
で
は
爾
後
何

事
も
な
か
っ
た
｡

.･-ノ
10
㌧大
正
十
二
年
十
二
月
六
日
午
後
四
壁

二
十

一
分
三
十
秒
大
連
に
起
っ
た
地
震
は
､
甚
だ
微
弱
で
'
極
め
で
注
意



深
い
人
々
に
だ
け
威
威
せ
ら
る
1
機
LJ
も
の
で
あ
っ
た
｡
微
動
計
の
示
す
初
親
微
動
時
間
は
甚
だ
短
-
､
震
源

地
ま
で
の
距
離
促
に
八
十
二
肝
と
推
貸
せ
ら
れ
て
屠
る
rJ
此
の
年
九
月

l
H

の開
発
大
地
震
は
大
連
で
は
少
し

も
威
知
せ
ら
れ
な
か
っ
た
が
､
荒
の
微
動
計
に
は
明
瞭
に
記
馳
せ
ら
れ
て
屠
る
0

.ヽ.ノ11
大
正
十
三
年
三
月
十
人
日
大
漣
に
於
で
年
野

面

十
二
分
七
秒
､
営
口
に
於
で
同
十

一
分
十

一
秒

〔新
蒋
記
す

此
の
登
麓
時
間
に
少
し
-
疑
あ
-
〕
の
磯
定
は
､
甚
だ
崩
い
震
度
の
も
の
で
あ
っ
た
が
､
性
質
は
至
っ
て
急
で
.

大
連
で
は
家
屋
朽
々
動
括
す
る
を
琴

孔
､
営
口
で
は
震
動
の
初
め
は
南
北
動
で
あ
Jつ
た
が
､後
東
西
劫
を
件
ひ
､

室
内
に
垂
下
せ
る
電
燈
､
机
上
の
金
魚
鉢
の
水
の
動
揺
せ
る
督
見
､
ガ

ラ

ス
窓
も
鳴
-
1
同
時
に
荷
馬
事
が
附

近
を
馳
す
る
様
t･b
ゴ
ロ
ゴ
ロ
と
地
場
の
す
る
の
も
聞
こ
え
た
｡

囲
大

正
十
三
年
十
二
月
廿
九
日
午
前
十

蒜

三
十
発

酵

蒜

鳩
補

〕大
逆
に
堪
っ
た
地
震
は
､
微
弱
な
も
の
で
あ

っ
て
､
廠
め
て
注
意
洗
い
人
々
に
も
殆
ど
感
知
せ
ら
れ
LjJ
い
程
の
も
の
で
､
大
森
式
微
動
計
に
は
p
梅
-
魔
に

一
小
龍
銀
を
留
め
て
屠
る
O
そ
の
振
動
の
模
様
か
ら
甚
だ
近
い
地
方
に
麓
源
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
､

た
し
か
で
あ
る
が
'
甫
二
十
倍
の
廓
大
度
で
は
佃
十
分
正
確
に
そ
の
性
質
を
知
る
こ
と
が
出
寒
桟
か
つ
た
0

.ヽ..I.∫13大
正
十
四
年
五
月
十
日
午
前
四
時
十
二
分
奉
天
で
は
､
親
定
と
し
て
は
萌
張
き
方
ー
性
質
魚
な
る
方
向
不
定
の

(地
震
動
約
三
十
秒
間
槽
薦
せ
る
･tqIJ記
倣
せ
ら
れ
て
居
る
｡
大
連
で
は
同
時
頃
'
明
か
に
微
動
計
に
記
雅
せ
ら
れ

ては
居
る
が
ー
十
分
正
確
に
読
み
取
-
ド
-
い
｡
勿
論
人
髄
に
は
戚
党
が
無
か
つ
た
C

南
漏
洲
の
地
箆
に
放
て

一'il
l

二

三



地

味

第
五
億

第
7
統

孟

こ
四

)14
大
正
十
四
年
十
月
七
日
午
後
十
時
三
十
五
分
二
十
四
秒
大
連
で
戚
知
せ
ら
れ
た
微
震
は
.
性
質
急
で
あ
っ
て
月

′.._I障
子
が
鳴
っ
た
が
､
方
向
は
明
瞭
で
な
か
っ
た
0
微
動
計
の
記
鋸
に
依
る

▲と東
西
動
に
近
-
､
震
源
距
離
宵
六

十
二
肝
を
求
め
得
た
O

以
下
更
に
大
連
に
放
け
る
微
動
の
記
銀
に
親
で
記
し
て
見
よ
う
｡

最
近
十
二
年
間
の
微
動
記
録
(大
路
)

南
満
洲
で
は
､
大
連
と
営
口
と
長
春
と
に
大
森
式
地
震
計
及
び
微
動
計
が
僻

へ
伸
け
ら
れ
て
あ
る
｡
今

立
に
迎
ぶ

る
も
の
は
､
iii
に
そ
の
内
大
連
観
測
所
の
三
十
倍
及
び
寧

7十
倍
の
微
動
計
に
覆

さ
れ

た
最
近
十
二
ヶ
年
問
の
記

銀
(
15
)
に
つ
い
て
で
あ
る
｡

大
連
で
は
微
動
計
に
披
る
観
測
は
大
正
十
二
年
二

九

一
三
年
〕
一
月

1
日
に
始
ま
ゎ
､
途
中
大
空

ハ
年
十

7
月
三

十
日
よ
-
同
七
年
五
月
三
十

<i
H
ま
で
､
六
ケ
月
間
､
移
樽
の
褒
め
そ
の
観
測
を
中
止
せ
ら
れ
ー
同
七
年
六
月

1
日

再
び
開
始
せ
ら
れ
て
今
E
に
至
っ
て
居
る
.
今
基
に
逓
ぶ
る
記
銘
は
､
本
年
六
月
末
日
迄
の
分
で
.
浦
十
二
年
問
の

観
測
の
結
果
に
よ
る
C

大
草

1年
微
動
観
測
開
始
以
雄
､
本
年
六
月
ま
で
〔途
中
六
ケ
月
間
を
除
-
〕
の微
動
記
銘
は
大
小
食
計
二
百
十
九

回
あ
っ
て
､
各
年
別
に
回
教
を
列
挙
す
る
と
次
の
通
り
で
あ
る
C



年

度

大

沢

二

年

同

三

年

同

四

年

同

五

年

同

六

年

同

七

年

同

八

年

同

九

年

同

一
〇

年

同

一

一
年

同

一
二

年

同

一
三

年

弼

一
四
年

四

坪

紀

元

(
一
九

二
二
)

(
一
九
一
四
)

二

九
一
五
)

(
一
九
一
六
)

二

九
一
七
)

(
一
九
11
人
;

二

九
一
れ
)

二

九
二
〇
)

二

九
二
二

二

九
二
二
)

二

九
二
三
)

(
一
九
二
四
)

二

九
二
五
)

許

解
消
洲
の
地
藍
に
就
て

回

数

山
人
回

二
六
回

三
先
回

三
四
回

一

九

且
六
回

≠
回

三
回

三
回

〓
ハ
回

二
〇
回

二
二
回

一
二
軌

二
一
九
回

十
二
月
の

7
ケ
月
介
も
統
-

1
月
カ
ギ
五
月
の
五
ケ
月
牙
か
映
-

一
月
よ
り
六
月
ま
で
の
分

ニ誠

二
五



地

球

節
五
億

第

1
鵬

責

こ
大

此
等

の記
倣
有
感
地
酔崩
並
に
取
払
上
の
地
震
に
よ
っ
て
思
ひ
付
い
た
こ
と
は
次
の
講
鮎
で
あ
る
｡

南

蒲

洲

の
地

震

の
特

性

車
微
動
は

1
ヶ
年
平
均
十
八
回
四
分
の

1
と
LJ
る
が
､
毎
年
の
微
動
数
に
は
著
し
い
相
違
が
あ
る
CJ
但
し
大
正
六

/_.I

年
乃
至
七
年
に
は
少
し
-
観
測
不
備
の
鮎
は
あ
る
が
｡
大
兄
九
年

･
十
年
の
両
年
の
如
き
は
､
微
動
記
銘
数
億
に
三

回
づ
1
に
止
ま
る
｡
然
る
に
､
大
jE
四
年

｡
五
年
に
は
.
そ
の
数
､
十
倍
以
上
に
及
び
'
最
近
の
大
正
十
三
年
に
於

で
も
七
倍
以
上
に
逢
し
て
屠
る
｡
観
測
乗

だ儀
に
十
l
言

車
間
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
､
早
計
に
笹
吉
は
六
ケ
し
い
が

1
種
の
著
し
い
数
盛
上
の

ク
ズ
ム
rh
y
th
tn
が
十
年
内
野
を

1
鋤
と
し
て
あ
る
榛
に
見
ゆ
る
が
､
県
し
て
如
何
に
や
､

此
の
観
測
の
結
果
は
偶
然
か
､
摘
た
潜
熱
か
､
柑
越
氏
(m
)
の
研
究
に
成
る
蒲
洲
公
圭
嶺
及
び
南
蒲
洲
盆
舷
の
乗
象

上
〔
殊
に
東
独
雨
量
〕
の
リ
ズ
ム
に
賂
々
1
致
し
〔
或
は
平
行
L
GL･〕
て
屠
る
様
に
思
は
る

4
0

大
地
の
微
動
は
､
多
少

低
戴
魔
に
も
陣
係
が
あ
る
事
故
､
雨
量
等
に
ー
平
行
す
る
現
象
は
常
然
の
結
果
と

考
ふ
る
方
が
立
替

の様
に
も
思
は

る
ゝ

が
.
佃
三
十
年

･
五
十
年
の
観
測
を
待
た
な
け
れ
ば
､
判
然
と
澄
言
す
る
こ
と
が
出
来
に
-
い
-⊃
殊
に
震
源
地

と
清
洲
と
は
次
に
記
す
棟
に
'
可
な
-
に
隔
っ
て
屠
る
故
､
異
相
開
係
す
る
軍
資
が
明
瞭
で
も
､
簡
峯
に
は
説
明
が

出
家
に
-
い
ら
し
い
｡

可
犬
種
に
於
け
る
微
動
の
重
機
の
記
銘
-=
約
幸

一郎
は
そ
の
微
動
の
根
源
を
賂
々
推
定
せ
ら
れ
て
居
る
｡
そ
し
て

′l



を
の
大
部
分
は
H
本
牧
は
日
本
近
海
の
地
震
の
影
響
で
あ
っ
て
二

部
は
ア
-
ユ
ー
シ
ア
ン
利
島

A
teu
t).a
n

Tstands

及
び

P
h
j.htp
p
in
L,S
の
附
壁
に
幣
源
し
て
桝
る
ら
し
い
｡
唯
二
三
の
も
の
は
､
甚

だ遠
い
地
方
の
地
震
を
威
臆
し
て

屠
る
様
に
思
は
れ
る
｡

初
期
微
勘
の
時
間
数
に
よ
っ
て
そ
の
震
源
距
離
を
比
棟
的
化
し
か
に
測
ら
れ
て
居
る
が
､
そ
の
内
大
遼
か
ら
の
距

離
に
よ
-
､
そ

の震
源
距
離
を
知
ら
れ
た
も
の
FLLi十
四
回
の
内
の
微
動
回
数
及
び
都
合
を

l
衆
に
示
す
と
次
の
通
り

で
あ
る
｡

大
連

よ
り
の
距
馳

一
〇

〇
〇

粁

以

内

一
〇
〇
〇
粁
以
上

二
〇
〇
〇
粁
以
内

二
〇
〇
〇
粁
以
上

三
〇
〇
〇
新
以
内

三
〇
〇
〇
粁
以
上

四
〇
〇
〇
粁
以
内

四

〇
〇
〇
粁
以
上

五

〇
〇
〇
粁
以
内

五
〇
〇
〇
粁
以
上

計

微
動
回
数

｣
〇

三

九
三
二

一
〇

一
三

1
0

1
一
四

制

令
I
u
′ク

J｣ノヵ7

三
四
〆

二
八
%

九

9
〓
容

九舛
10
0
弔

北
緯
三
十
八
皮
茸
十
四
分
東
経
fqLii
二
十

1
度
三
十
六
分
に
在
る
大
連
を
中
心
と
し
て
牢
番

]
千
肝
の

一
同
を
蛮
-

繍
沸
洲
の
沌
麓
に
就
て

云

二
七



地

球

斧
正
懸

罪
一
班

天

こ
<

時
ー
そ
の
固
伺
圏
内
附
近
に
は
チ

,
I,
ル
･
タ
ラ
ヂ
イ
オ
ス
ト
ッ
ク

･
九
州
北
端

･
酵
州
島

･
上
海

｡
寒
波

･
洛
陽

及
び
オ
ル
.･･1
ス
O
rd
.Sの
中
部
以
寛
を
食
み
､
此
範
園
内
に
雪

最
近
十
二
年
問
に
大
連
で
記
報
せ
ら
れ
た
微
動
の

内
ー
震
源
地
を
知
ら
れ
た
も

の十
～
帥
ち
九
%
に
潜
る

だけ
倉
ま
れ
で
慮
る
｡
同
じ
様
に
字
種
二
千
肝
の
園
内
附
近

に

は

､

バ
イ
カ
ル
湖

･
樺
太
の
南
端

･
北
海
道
の
東
逸

｡
八
丈
島
∴
峯
輝
の
南
端
･襲
来
等
を
包
み
､
ゴ
ビ

G
obi
の

東
部
大
軍
哲
も
此
の
中
に
入
る
O
此
範
園
内
に
は
.
十
二
年
間
に
微
動
の
震
源
地
と
目
せ
ら
る
･･～

の
l二
十
九
､
印

も
鼻
数
の
三
十
四
露
を
合
む
｡

攻
.に
大
連
を
中
心
と
し
て
等
在
三
千
粁
の
閲
を
避
-
時
は
'
そ
の
風
周
は
､
北
は
北
極
圏

A
r
c
t…c

c
).rcle･
に
及

び
､
北
東
は
千
島
の
北
端
か
ら
南
は
小
笠
原
島
の
南
~
火
山
群
島
の
濃
に
南
方
を
倉
み
､

ル
ゾ
ン
島

l.uzon
ls.の

南
柏
か
ら

n
I
チ
支
那

C
ochj.n
Ch

i
n

a
の
北
軍
に
か
け
t
と
ア
ブ
ヤ
の
発
端
を
掠
め
西
比
利
缶
の
ク
ラ
ス
ノ
ヤ
ー

ス
ク
K
rasn
o
y
alSk
に
至
る
範
囲
に
達
し
､
最
近
十
二
年
間
の
微
動
の
震
源
地
と
知
ら
れ
た
も
の
を
含
む
こ
土

二
十

二
､
郎
ち
二
十
八
%
之
に
入
る
｡

更
に
字
種
四
千
肝
の
一
同
を
塞
-
と
き
､
そ
の
聞
達
は
､
北
は
闇
比
利
誼
の
北
海
岸

か
ら
末
は
ア

リ
ユ
ー
シ
ア
ン

列
島
の
西
棟
に
も
及
び
南
は
セ
レ
べ
ス
｡
ポ
ル
ネ
ヲ
の
北
端
を
通

,I,､
マ
テ
･T
宇
島
及
び
'ベ
ン
ガ
ル
輝
の
約
寧
卦
.官

命
み
､
ト
ル
キ
ス
タ
ン
の
東
境
か
ら
オ
ム
ス
ク

O
m
sk
の
西
を
通
る
｡
此
の
風
間
内
に
震
源
地
を
含
む
こ
と
十

(九

形

)
に
止
ま
る
｡



叉
軍
律
五
千
肝

の固
周
は
北
は
北
極
の
近
-
よ
り
ア
ラ
ス
カ
半
島
の
西
端

･
ア

リ
ユ
ー
シ
ア
ン
列
島
の
中
央
部
.留

通
過
し
､
束
は
百
八
十
度
の
秤
線
と
北
緯
三
十
度
の
緯
線
と
の
交
叉
鮎
附
近
世
通
じ
､
筒
は
赤
道
を
越
え
て

17
エ
ー

ゲ

11
ア
の
北
西
等
を
含
み
､
ジ
ャ
バ
の
北
岸
を
過
ぎ
-
､

ス
マ
ト
ラ
の
全
部
を
包
合
し
錫
蘭
島
の
軍
部

･
印
琴
ア
ブ

ガ

]三

タ
ン
A
fg･h
anis

tan
の
殆
ど
全
都
な
含
み
､
ア
ラ
ル
海
を
包
み
､
欧
露
の
東
部
約
三
分
の

1
を
分
ち
ー
北
淡

洋
の
N
o
v
a
Z
em
b
ia
(or
N
ovay
a
Z
em
lya)
を
も
倉
む
0
此
範
園
内
に
徴
劫
の
震
源
地
密
教
ふ
る
こ
と
十
1ニ
､
即
ち

十

一
%
に
及
ん
で
屠
る
0
園
に
記
す
0
此
等
の
距
離
の
概
測
は

W
.
an
d
A
.
K
.

Johnston
'S
18
]'nch
T
e
r
re
s
tr
ia
t

G
tob
e,
I9
16
.
に
操
る
T?

大
連
か
ら
の
距
離
茄
千
粁
以
上
の
麓
繍
地
は
.
そ
の
断
定
甚

だ容
易
で
は
な
い
が
.
そ
れ
で
も
十
即
ち
九
%
を
算

し
て
居
る
ーU

之
を
欝
す
る
に
'
百
十
四
回
の
震
源
地
距
離
を
知
ら
れ
た
微
動
の
四
､
七
十

1
即
ち
全
能
の
六
十
二
%
は
､
そ
の

震
握
を
大
建
か
ら

一
千
肝
乃
至

二
千
粁
の
範
園
に
限
ら
れ
て
居
ろ
｡
即
ち
大
連
で
戚
如
し
得
た
微
動
の
大
牢
は
､
そ

の
轡
皆
日
本
本
土

･
小
笠
原
島

｡
)･

ゾ

ン
島
及
び
支
那
本
部
並
に
そ
れ
等
の
附
近
の
海
洋
以
内
の
地
域
に
肪
胎
す
る

も
の
と
恩
は
る
C

五
千
粁
以
上
の
遠
隔
の
地
の
地
震
を
科
々
明
確
に
威
如
し
得
た
賓
例
は
､
'F,
ナ

マ
･
南
光
チ

レ
及
び
イ
タ

リ
ア
等

の
も
の
で
あ
っ
..T
O

緒
満
洲
の
地
藍
に
放
て

二九

二
九



地

球

第
五
爆

発

1
娩

1･C
O

It10

.ヽ..ノハ
雷
撃
に
成
壁
を
輿

へ
化
地
震
も
'
叉
上
述
の
多
-
の
微
動
も
､

1
敏
に
南
北
に
近
い
水
平
動
の
栴
々
多
-
現
は

る
1
鮎
は
､
南
溝
洲
の
地
質
構
造
上
に
至
大
の
関
係
が
あ
る
棟
に
思
は
れ
る
O
帥
ち
南
満
洲
再
来
部
ア
ジ
ア
の
地
健

構
造
は
､

一
箱
に
山
髄
地
形
多
-
南
関
か
ら
北
東
に
延
び
て
屈
で
.
遼
東

･
山
東
所
半
島
の
突
ほ
の
向
き
も
遼
河

･

鴨
紋
江
の
流
れ
る
方
向
も
､
此
等
爾
河
の
間
の
山
々
の
白
熱
の
排
列
も
､
皆
此
の
構
造
線
の
現
は
れ
で
､
我
か
滞
洲

鎖
道
の
幹
線
も
つ
ま
り
此
の
鮫
に
漕
-
て
走
っ
て
屠
る
の
で
あ
る
0
校
の
P
um
pelly
(17
)
の

T
he
Centl･al
anti･

c
li
nal
aliso
f
C
h
叫n
a
と
呼
べ
る
も
の
即
ち
是
で
あ
る
O

地
震
の
振
動
も
蓋
し
､
比
の
構
造
線
に
沿
-
て
進
出
敬
展

し
た
も
の
で
あ
ら
う
O

可
奉
天
及
び
常
臼
の
雨
観
測
所
が
､
地
貿
挙
上

の
最
近

の
成
生
に
係
る
沖
縄
厨
上
に
建
設
せ
ら
れ
て
居
る
の

と
違

/
.＼

ひ
､
大
連
及
び
旅
順
の
両
胸
測
所
が
太
育
代
珪
岩
の
上
に
建
て
ら
れ
て
あ
る
が
故
に
､
地
震
の
波
動
の
僻
播
に
著
し

い
相
違
が
あ
る
様
に
思
は
れ
る
｡
即
ち
一
方
に
可
な
J,
劇
し
-
威
知
せ
ら
れ
た
地
震
も
､
二
rhE
粁
以
内
の
近
距
離
に

在
る
他
の
観
測
所
で
､
案
外
全
-
威
盛
せ
ら
れ
な
い
様
L･4
こ
と
が
多
い
｡
観
測
所
の
建
設
せ
ら
る
～
地
盤
の
地
質
上

の
影
響
に
因
る
か
ら
で
有
ら
う
O
か
1
る
例
は
日
本
内
地
に
も
決
し
て
少
-
な
い
.

最
近
溝
十
八
年
間
長
春
に
有
戚
地
震
が
絶
灘
で
あ
る
こ
と
は
､
色
々
の
理
由
も
あ
る
こ
と
で
あ
ら
う
が
､
低
鼎
中

の
各
大
陸
の
内
陸
に
割
合
に
地
震
の
少
い
別
記
も
あ
る
が
如
-
､
飴
-
内
陸
と
は
云
は
れ
t･4
い
け
れ
ど
も
､
そ
れ
で

も
最
も
近

い
海
潰
迄
四
百
兼
十
粁
あ
る
長
春
も
'
そ
の
一
つ
で
は
あ
る
ま
い
か
O



沖
膝
史
上
の
大
小
地
寅
を
初
め
､
長
鑑
の
十
四
回
の
地
震
も
ー
二
官
僚
回
の
欲
動
の
内
の
或
も
の
は
､
甫
蒲
洲
の

地
質
上
か
ら
考
へ
れ
ば
､
恐
-
は
､
構
造
地
震

T
ccton
ic
ca
i･tg
u
a

k
e
に
贋
せ
し
む
べ
き
者
で
あ
っ
て
､
日
本
･イ

ク
リ

ヤ
等
に
比
按
的
に
最
も
多
い
火
山
地
震

V
o
7LClnic
earth
q
u
ak
e
で
無
い
こ
と
は
､
賂
々
推
定
せ
ら
れ
る
｡

南
溝
洲
の
地
盤
が
､
お
も
に
古
生
代
叉
は
そ
れ
以
帝
の
岩
石
か
ら
成
立
し
て
屠
る
こ
と
が
(1
)破
壊
的
地
震
を
最

も
少
か
ら
し
め
た
有
力
だ
5る
理
由
の
一
つ
で
あ
ら
う
0
之
に
反
し
て
､
支
那
本
部
の
二
大
地
震
散
を
初
め
､
日
本
そ

の
他
の
大
地
震
碑
の
地
質
が
､
多
-
は
中
生
代
乳
は
そ
れ
以
後
の
岩
石
か
ら
成
耳
し
て
居
る
鮎
(19
)は
､
我
が
南
猫

洲
に
托

し
て
著
し
い
封
照
で
あ
る
｡

＼)
一

へ
大
通
に
於
け
る
二
百
十
九
回
の
微
動
の
記
健
せ
ら
れ
た
前
後
二
時
間
乃
至
四
時
間
の
束
贋
の
嘩
化
を
､
同
じ
大

′し
連
観
測
所
で
ー

山
口
六
回
〔
二
時
エ
ハ
時
｡十
時
｡十
四
時

｡十
八
時
及
び
二
十
二
時
〕
観
測
の
結
果
(20
)
に
封
潤
し
て
見

る
Jと
､
丁
腔
そ
の
五
十
二
%
に
潜
る
百
十
四
回
だ
け
は
､気
鷹
が
昇
降
何
れ
に
か

…
粍
以
上
の
差
等
蟹

ホ
し

て屠
る
｡

甚
し
い
場
合
に
は
､
三
粍
乃
至
四

･
八
粗
の
差
さ
へ
あ
る
｡
か
ゝ

る
塵
化
は
､

一
部
の
徴
潮
と
多
少
の
因
果
的
関
係

が
あ
る
で
あ
ら
う
i
)う
な
.つ
か
る
1
が
､
究
魔
の
塵
化
が
直
接
微
動
の
基
因
を
な
し
た
の
で
な
い
革
だ
け
は
､
金
酷

の
微
動
の

一
軍
が
著
し
い
戴
魔

,の嘩
化
を
件
は
電
い
草
貨
で
も
推
定
せ
ら
れ
る
｡
況
ん
や
微
動
の
麓
狼
が
遠
地
に
衣

る
も
の
甚

だ多
き
を
や
O
随
て
戴
魔
の
塵
化
は
無
論
徴
鋤
の
主
因
で
は
な
い
｡
但
､
或
場
令
に
は
微
動
の
副
拘
と
な

る
こ
と
が
あ
る
で
あ
ら
う
O

蔚
滞
洲
の
粕
箆
に
放
て

ヨ

ー
l
〓



抽

出

第
五
聴

解

叫
醍

至

芸

ニ

.ヽ./
ー
ト
定
に
一
つ
浦
洲
の
気
候
と
地
震
止
の
関
係
が
あ
る
榛
に
思
は
る
1

鮎
は
ー
上
姐
の
十
四
回
の
有
威
地
震
が
.

〟

n川Ⅶ1川■

年
の
内
ー
寿
と
冬
と
に
甚

だ多
-
ー
夏
と
秋
と
に
甚
だ
少
な
い
こ
と
で
あ
る
｡
十
四
回
の
地
震
の
匹
p

一
軍
札
七
回

は
春
(三
･四
･五
月
)に
､
凹
回
は
冬
(十
二
二

･
二
月
)
に
起
こ
-
､
儀
に
三
回
だ
け
夏
か
ら
秋
に
か
け
て
知
ら
れ
て

居
る
.
春
各

と夏
歌
と
の
地
震
の
頻
繁
度
の
割
合
は
､
七
十
九
土

手

一
と
で
あ
る
｡

即
ち

一
方
は
他
の
約
四
倍
に

替
る
O
此
の
春
と
各
と
は
所
謂
乾
燥
期
で
､
夏
と
秋
と
は
寧
ろ
温
潤
期
で
あ
る
猫
洲
に
は
､
此
等
の
地
震
回
教

i
j

何
か
特
別
な
随
係
が
あ
る
様
に
も
見
え
る
が
､
未
だ
観
測
期
間
が
十
分
長
期
で
互
い
か
ら
'
既
の
傾
向
は
偶
然
で
あ

る
か
も
知
れ
な
い
｡
願
敷
上
の
地
震
記
強
に
於
て
は
､
多
少
不
完
全
な
も
の
も
あ
る
L
t
勿
論
凡
て
十
分
に
倍
を
撒

き
難
い
か
も
知
れ
LJ
い
故
に
.
厳
密
に
蔽
確
と
は
云
は
れ
k･b
い
が
ー
そ
れ
で
も
地
震
記
錬
回
数
を
季
節
別
に
し
て
調

べ
て
見
る
と
､
春
冬
(陰
暦

7
月
乃
至
四
月
及
び
十

一
月

･
十
二
月
)と
夏
秋
(陰
暦
五
月
乃
至
十
月
)
と
の
地
麓
回
教

の
比
は
七
二
と

一
と
の
割
合
と
な
る
か
ら
､
明
か
に
上
述
の
場
倉
と
同
株
の
傾
向
蟹
試
す
こ
と
を
認
め
る
こ
と
が
出

来
る
っ

故
に
､此
の
乾
温
簡
季
節
と
地
震
発
生
土
に
何
等
か
の
関
係
が
あ
る
こ
と
は
､轡

h
偶
然
と
は
思
ほ
れ
な
い
｡

し
か
し
､
限
を
贋
-
世
鼎
の
地
震
の
状
態
に
晒
じ
て
見
る
と
～
冬
季
に
特
に
地
震
鵜
生
の
多
い
.こ
と
は
､
菅
に
北
半

球
の
み
な
ら
ず
ー
南
軍
球
に
放
て
も
熱
帯
地
方
を
除
い
て
は
'
倣
界
中
殆
ど
同
様
に
共
通
の
性
質
で
あ
る
こ
と
は
､

今
を
1B
る
こ
と
約
九
十
年
前
､
即
ち
西
紀

一
八
三
四
年
初
め
て

R罫

ian
(col
)
が
喝
遺
せ
る
所
で
あ
っ
て
､氏
は
之
を

W
l'iltr-･rlal.Vと
綱

へ
化
､
越
え
て
凡
皇

1十
年

D
l･.
A
.P
e
rr
e
y

(
2
)
が

M
61･1.an
の
趣
旨
を
救
街
し
て
､
地
震
畿



生
の
親
に
は

W
In
叶e
r
h
w
の
あ
る
升
に

Sem
1･a≡
JCalp-コ.O
d
icity

の
あ
る
こ
と
を
統
計
的
に
謹
明
し
た
CT
春
巻

に
楯
に
地
質
教
生
の
多
い
猫
洲
の
軍
資
は
､
並
に
此
の

.Perrey
の
漁
期
に
符
食
し
て
居
る
O
唐

い
て

D
r.
C
.
G
･

K
n
o
tt
(班
),C
.D
a
v
id
so
n
(24
),D
l･.
F
.
S
eidl
(gl
))
Tjl･.
A
I
S
chuster
(那
)及
び
大
森
博
士
(那
)等
出
で
ゝ
.

上
滝
の
頻
繁
度
の
由
っ
て
起
こ
る
理
由
を
架
厭
の
嘩
化
並
に
地
上
の
堆
積
物
殊
に
蜜
の
作
用
に
蹄
す
べ
き
で
あ
る
と

結
覇
を
異

へ
陀
O

我
が
溝
洲
の
地
震
が
春
冬
に
特
に
多
い
の
も
､
そ
の
主
賓
な
る
原
因
は
､
恐
-
は
同
様
の
理
由
に
由
る
も
の
で
あ

ら
-
那
.
観
測
期
間
が

甚

だ短
い
と
は
調

へ
､
殊
に
審
冬

の地
憲
教
生
凶
教
が
渡
欧
の
四
倍
も
通
る
こ
と
に
は
.
購

洲
に
著
し
い
乾
糧
爾
季
節
の
あ
る
事
が
間
接
に
地
震
敬
生
に
影
響
す
る
も
の
で
は
あ
る
ま
い
か
｡
況
ん
や
清
洲
に
は

冬
雲
が
甚

だ少
-
､
叉
櫓
に
春
季
に
地
業
磯
生
が
最
も
多
い
軍
資
は
ー
少
-
と
も

W
in
ter
ta
w

に
は
あ
て
は
ま
ら

tJb
い
機
に
見
え
る
を
や
｡
但
満
洲
の
棄
腰
は

一
般
に
各
殊
に

1
月
と
十
二
月
と
に
琴

南
蜜

ホ
し
て
屠
る
O

若
し
果
し
て
地
震
畿
生
が
乾
煉
季
節
に
閥
係
あ
-
と
す
れ
ば
､
乾
燥
期
に
於
で
は
､
地
殻
妹
に
地
表
乳
は
地
衣
に

近

い
塵
の
岩
石
の
絡
棚
的
作
用
､
時
に
歪
み

S
tl･ain
に
腰
す
る
カ

en

ergyの
消
滅
が
､
最
も
大
な
る
状
態
と
な

ゎ

易
い
故
に
'
範
鷹
の
鼻
化
と
舶
倣
っ
て
比
按
的
に
比
の
季
節
に
地
悉
教
生
回
教
が
多
-
な
る
の
で
は
あ
る
よ
い
か
｡

勿
論
多
-
の
地
震
は
､
通
常
乾
温
雨
季
の
影
響
を
直
接
受
け
る
様
な
地
表
に
近
い
域
虞
に
は
蔵
相
L
な
い
に
し
て
も

僻
比
の
総
裁
を
生
す
る
の
で
あ
ら
う
｡
二

股
の
地
震
の
成
園
を
説
明
せ
る

Prof,
R
eid
の

.elast山C
･reb
ound
th
eory

甜
揃
洲
の
地
鑑
に
放
て

宜
.tLl

正

三



地
･

球

界
五
懸

､

邦

一
娩

竃

三
四

(28
)参
照
を
要
す
〕｡
更
に
上
述
の
二
宵
十
九
回
の
微
動
に
関
し
て
琴
節
別
に
そ
の
同
数
の
頻
繁
既
密
計
激
し
で
見
る

と
､
有
威
地
賃
の
傷
命
の
様
に
著
し
い
差
は
無
-
て
､春
各
･･J夏
秋
と
の
回
教
割
合
は
'
五
十
五
と
四
十
五
で
あ
る
0

蓋
し
ー
此
の
革
質
は
微
動
の
大
部
分
の
震
源
が
遠
地
に
在
っ
て
､
浦
洲
の
気
候
と
殆
ど
没
交
渉
で
あ
る
か
ら
で
あ
る

と
も
解
せ
ら
る
る
｡

チ
佃
南
浦
洲
の
地
震
の
P
eriod
ic

ty
に
就
て
､
発
づ
太
陰
月
に
於
け
る
地
震
の
分
布
を
見
る
に
'
歴
史
上
の
地
震

′ー
は
暫
-
措
き
､
明
治
四
十
年
以
後
の
地
震
に
就
て
は
､
朔
望
の
前
後
に
最
も
多
-
磯
生
し
て
､
金
敷
の
約

t
竿
を
占

め
､
そ
の
他
は
色
々
の
日
に
分
布
し
て
居
る
O
此
の
朔
望
の
前
後
に
最
も
地
旗
の
教
生
が
多
い
理
由
は
､
勿
論
月
の

引
力
と
潮
汐
と
に
関
係
す
る
こ
と
と
思
は
る
ゝ
O
微
勘
に
裁
て
は
､
朔
望
の
頃
と
上
弦

･
下
弦
の
頃
と
に
比
較
的
に

最
も
多
-
馨
生
し
て
屠
る
の
は
､
彼
の
今
村
博
士
(剖
)の
宮
古
海
岸
に
於
で
貸
験
せ
ら
れ
た
鮮
鵜
と
甚
だ
よ
-
似
て

屠
る
O
比
の
頼
腸
は
恐
-
は
そ
の
震
源
の
相
同
じ
き
も
の
少
な
か
ら
ざ
る
認
左
で
は
あ
る
ま
い
か
｡
そ
の
理
由
と
す

る
所
は
､
今
村
博
士
の
説
か
れ
た
如
-
､
月

の引
力
と
潮
汐
と
に
関
係
す
る
升
に
､
乗
魔
に
輔
係
が
あ
る
べ
き
こ
と

既
に
T
に
於
て
説

い
た
所
と
柄
株
で
あ
ら
う
｡
荷
太
陰
E
中
の
分
布
状
態

･
緯
度
鼻
孔
と
地
震
教
生
と
の
関
係
及
び

(

天
嵐
と
地
震
と

の開
係
等
に
軌
で
は
､
更
に
後
日
研
究
の
上
で
.
稿
を
改
め
で
馨
来
し
た
い
と
期
し
て
屠
る
｡
そ
の

内
の
或
者
は
阻
測
期
間
が
飴

-
短
い
薦
め
､
十
分
の
路
係
を
認
め
に
-
い
横
で
あ
る
･IJ

大
連
に
看
威
地
震
が
清
洲
の
他
の
地
方
よ
･i,
も
著
し
-
多
-
~
叉
微
動
記
鉄
も
他
よ
り
は
甚
だ
多
い
様
に
思
は
る



る
の
は
t
大
連
が
特
に
旅
順
と
共
に
'
遼
東
半
島
の
尖
端
に
近
-
存
春
す
る
こ
と

1
ー
殊
に
風
の
強
い
関
係
と
で
は

あ
る
ま

い
か
｡
比
の
風
の
例
は

FJ.
K
n
ip
p
J.n.
g
(30
)が
骨
で
東
京
に
於
で
.
気
象
姐
測
上
風
の
強
い
年
に
､
地
震
凝

生
の
回
教
が
最
も
多
い
事
茸
か
ら
蹄
消
し
た
結
論
で
あ
っ
て
､
後
に
は

D
l･.
F.Seid
l
(81
)
が
同
様
な
革
質
を
弼
乙

に
於
で
澄
明
し
て
居
る
｡

語

之
を
要
す
る
に
､
我
が
甫
滞
洲
で
は
､
地
震
は
甚
だ
少
-
､
殊
に
破
壊
的
大
地
震
は

l,
樹
少
-
ー
微
劫
も
官
二
十

倍
の
微
動
計
で
威
如
し
得
る
も
の
は
､
観
測
期
間
が
慮
い
か
ら
十
分
に
は
云
は
れ
な
い
が
､

1
ケ
年
平
均
二
十
四
回

以
下
で
あ
る
｡
そ
し
て
夫
等
の
震
源
は
､
日
本

｡
日
本
近
海

P
h
ilip
p
J.n
eS
及
び
支
那
本
部
又
は
そ
れ
等
の
ま
は
-

に
聴
源
す
る
も
の
最
も
多
-
ー
猫
洲
地
域
内
に
教
源
す
る
も
の
は
至
っ
て
少

い
｡
盛
れ
は
怒
ら
-
満
洲
の
地
質
の
古

い
の
に
困
る
着
で
あ
ら
う
.
何
此
等
の
地
震
も

一
部
の
微
動
も
'
日
本
本
土
に
最
も
普
通
な
る
火
山
性
地
震
は
殆
A
J

知
ら
れ
な
い
で
､
何
れ
も
構
造
地
震
に
儲
す
る
も
の
で
あ
る
ら
し
い
C)
そ
し
て
比
等
の
構
造
地
震
は
､
浦
洲
の
地
櫨

構
造
縦
に
滑
う
で
殊
に
著
し
い
榛
で
あ
る
｡
及
歴
史
上
の
地
震
並
に
最
近
の
地
麓
で
は
春
と
冬
と
に
起
こ
る
も
の
甚

だ多
-
､
夏
及
び
秋
に
発
生
す
る
も
の
甚

だ少
い
､
之
は
蒲
洲
に
は
ー
可
な
-
著
し

い
乾
温
雨
期
あ
る
束
候
が
間
接

に
影
響
す
る
様
に
思
は
る
る
O
叉
太
陰
月
中
の
猫
洲
の
地
震
分
布
を
見
る
と
､
朔
盟
の
頃
に
叢
も
頻
繁
に
番
生
し
.

帝
満
洲
の
地
窪
に
純
て

孟

三
富



地

琉

欝
五
懸

第

1
能

美

五
大

微
動
は
朔
望
の
雨
期
の
升
に
上
弦

｡
-F
･弦
の
頃
に
も
教
生
回
数
が
多
い
｡
荷
大
雄
に
特
に
地
震
の
多
い
の
は
強
風
の

影
響
が
最
も
大
き
い
様
で
あ
る
｡

路
に
蹄
み
､
比
の
研
究
に
細
し
､
開
東
園
観
測
所
長
草
間
氏
が
幾
多
の
貴
重
稔
る
材
料
を
供
給
せ
ら
れ
た
の
に
射

し
.
及
同
所
屑
富
旧
牝
迫
両
投
手
が
特
に
多
大
の
厚
意
を
輿

へ
ら
れ
ね
の
に
親
し
､並
に
南
溝
洲
餓
遺
株
式
合
札
大
連

固
沓
館
員
諸
子
の
､
清
洲
地
震
の
古
記
煉
調
査
に
つ
い
て
援
助
せ
ら
れ
た
の
に
親
し
.
班
-
威
釦
の
意
を
試
し
た
い
｡

飼
南
浦
洲
工
業
専
門
畢
校
村
田
数
投
の
歴
史
上
の
地
震
記
雅
発
集
に
就
て
助
言
を
錫
は
つ
た
の
を
威
謝
し
た
い
｡

ハ本
文
絡
)

附

銀

殻
妖
陀
観
て

蓑
に
附
膝
と
し
て
所
謂
鼓
妖
に
裁
て
少
し
-
述
べ
た
い
O
鼓
駅
と
は
文
献
適
者
な
ど
に
引
用
せ

ら
れ
で
あ
る
如
-
､
支
那
の
各
時
代
の
ぬ
蕃
春
秋
二
十
四
史
等
五
行
意
中
に
『
無
形
布
野
無
宴
而
欝
開
之
鼓
妖
』
と

謂
は
れ
で
居
る
の
に
始
ま
る
｡

鼓
既
に
親
て
は
晋
か
ら
色
々
の
説
明
が
あ
っ
て
或
は
峯
に
天
よ
う
の
鯨
撃
で
あ
る
と
考
へ
ら
れ
､
或
は
地
か
ら

敬
す
る

1
種
の
響
で
あ
る
と
も
考
へ
ら
れ
､
或
は
隅
石
と
も
紬
係
が
あ
る
も
の
1

棟
に
倍
せ
ら
れ
て
屠
る
｡
近
裸

の
研
究
に
よ
れ
ば
大
抵
地
震
現
象
に
関
係
が
あ
る
と
考
へ
ら
る
ゝ
に
至
っ
て
居
a
(Cq
).
更
に
最
近
の
上
層
東
流

の
研
究
の
進
む
に
従
っ
て
､
知
ら
れ
て
寒
だ
上
益
大
東
の
渦
流
が
､
急
劇
に
平
衡
す
る
時
の
鹿
菅
で
は
査
い
か
と



想
像
せ
ら
る
ゝ

様
に
な
っ
た
｡

(
出

)

何
れ
に
し
て
も
鼓
妖
の
現
象
は
､
多
-
は
極
め
て
地
方
的
L
o

cal
の
も
の
で
は
あ
る
が
p
之
が
研
究
は
粕
雷
に

鼎
妹
あ
る
稜
に
思
ふ
か
ら
､
叢
に
附
記
し
て
識
者
の
注
意
を
喚
起
し
､
以
て
､
正
確
な
る
記
鉄
を
蒐
集
す
る
こ
と

を
望
み
､
且
そ
の
虞
園
を
た
し
か
め
た
い
も
の
で
あ
鳩
｡

鼓
妖
の
歴
虹
的
記
述
は
､
支
那
の
古
記
銀
に
は
粕
鷺
に
有
る
様
で
､
私
の
蒐
の
得
た
記
銘

だけ
で
も
､
周
の
考

王
の
十
三
年
〔酉
洋
紀
元
前
四
二
八
年
〕『無
事
而
笛
』
(叫,?.)を
初
め
と
し
て
.
滑
代
の
未
来
迄
に
五
十
内
外
を
算
す

る
｡
但
､
今
は
煩
を
厭
う
て
鉱
に
1
々
記
す
=
と
を
賂
す
る
｡

中
華
民
国
十
年
(西
紀

一
九
二
7
年
)爵
文
瀬
氏
の
沓
か
れ
化
骨
部
地
震
考
(34
)中
に
甘
蔀
省

だけ
の
鼓
妖
の
記

鎌
が
西
洋
琴
空
塑
二
十
年
よ
-
近
-

一
九
〇
七
年
迄
の
間
に
於
で
'
賓
に
二
十
二
あ
る
O

し
か
し
是
等
は
何
れ
も

詳
密
L･{
る
研
究
を
重
ね
ら
れ
た
者
で
は
無
い
様
で
あ
る
O

我
が
浦
洲
で
は
鼓
妖
の
記
銘
の
徴
す
べ
き
も
の
甚
だ
少
-
､
今
日
迄
に
私
が
篭
め
得
た
も
の
は
'
住
に
次
の
三

に
止
ま
る
U

I
明
澄

宗

婿
六
年
(西
紀

嘉

二
七
年
)
四
月
辛
閣
天
鼓
鳴
(壁
展
望

:5)
.

.ヽメ二
明
僅
宗
慕
靖
六
年
四
月
卑
発
破
天
鼓
鳴
盈
朋
か
豊
(堕
見
通
志
)0

′′...ヽ
ヨ
滑
薯
窯
迫
光
十
二
軍

(西
紀

一
八
三
lニ
年
)肇

青

天
鼓
梅
屋
阻
於
三
濫
闘
大
加
糖
(関
原
揺
志
)
.

(

南
溝
洲
の
柚
箆
に
靴
て

慧

itl恕



地

球

弟
五
潜

館

1
娘

文

芸
凡

而
し
て
比
等
の
内
､
最
後
の
も
の
は
､
明
か
に
限
石
の
落
下
せ
る
こ
と
を
認
め
ら
れ
て
居
る
?

更
に
露
に
述
べ
る
の
は
､
去
る
大
正
八
年
の
初
め
､
奉
天
に
於
で
私
自
身
が
経
験
せ
る
所
謂
鼓
灰
と
､
最
近
に

営
口
に
於
で
威
知
せ
ら
れ
た
も
の
(35
)と
に
軌
で
､
脚
か
紀
餓
智
留
め
た
い
の
で
あ
る
∩}

大
正
八
年
の
初
め
'
奉
天
に
於
で
私
自
身
の
経
験
し
た
所
謂
鼓
妖
の
一
つ
は
､

1
月
某
日

〔
今
手
許
に
そ
の
常

時
の
日
記
を
結
花
記
,い
番
め
､
正
確
な
る
日
子
の
記
載
を
逸
す
､

一
月
下
旬
の
こ
と
で
あ
る
〕
年
後
十

7
時
四
十

分
頃
に
走
っ
た
も
の
で
､
潜
時
私
は
奉
天
甫
滞
中
学
生
博
物
教
室
に
放
て
､
南
而
し
て
机
に
侍
っ
て
華
燭
で
研
究

を
頂
け
て
属
先
陣
で
あ
っ
た
｡
突
然
二
三
か

米
以
内
の
近
距
離
で
､
竃
砲
で
も
畿
射
せ
ら
れ
た
時
の
饗
の
標
花
成

覚
を
左
前
方
〔
即
ち
商
田
方
〕
か
ら
顔
面
の
皮
膚
で
明
か
に
威
知
し
た
｡

勿
論
帆
時
Ll
劇
し
い
昔
も
あ
･il
ガ
ラ
ス
戸

も
が
た
/
＼

響

い
た
C.
尤
も
比
の
私
の
居
た
室
は
幅
脚
光

･
長
さ
六
米
内
外
の
南
北
に
長
い
室
で
p
東
側
に
は
出

入
口
が
二
つ
あ
つ
た
が
閉
鎖
し
て
あ
り
､
私
の
左
側
即
ち
西
側
に
唯
二
相
の
窓
が
有
っ
た
が
ー
常
時
は
厳
裳

の候

と
て
私
に
近
か
っ
た
小
窓
〔
凡
〆
米
四
方
〕
だけ
を
開
い
て
層
化
か
ら
'
此
の
威
盤
を
得
た
の
か
も
知
れ
緩
い
O
潜

時
は
夜
半
に
近
い
こ
と
ゝ

て
､
五
十
米
計
の
彼
方
の
別
室
に
熟
陸
し
て
層
化
常
直
の
支
那
人
小
便
は
､
急
速
私
の

室
に
克
っ

て来
て
『
新
背
嚢
帥
地
動
地
動
E

新
背
光
生
地
震
だ
地
業
だ
〕と
叫
ぶ
｡
私
も
之
を
或
は
地
震
か
･･J
も
思

ひ
.
此
の
小
便
の
凍
る
前
か
ら
私
の
面
前
に
垂
下
せ
る
長

さ

約
三
米
の

n
I
ド
な
も
て
る
電
燈
を
注
意
し
た
が
ー

少
し
も
勘
拝
を
認
め
な
か
っ
た
()

見
直
ぐ
私
の
側
に
澄
い
て
あ
っ
た
水
槽

の水
面
も
注
意
し
て
軌
化
が
､
少
し
も



水
が
勃
探
し
た
形
跡
を
ホ
さ
な
い
O
之
は
地
窓
で
な
い
と
推
噺
し
て
屋
外
に
出
て
天
を
仰
い
で
見
る
と
､
快
晴
な

る
碧
墨
に
星
辰
掩
雁
と
し
て
輝
き
､
些
の
雲
窮
を
認
め
得
な
か
っ
た
｡
勿
論
雷
鳴
で
な
い
こ
･･Jは
健
か
で
あ
る
｡

翌
早
朝
奉
天
観
測
所
に
所
長
多
東
部
氏
を
諦
ひ
､
陀
夜
の
出
郷
革
を
談
す
る
も
常
時
微
動
計
も
転
-
要
領
を
得
L･1

か
っ
た
｡
但
､
自
記
水
銀
晴
雨
計
の
記
銘
を
槍
す
る
に
'
前
夜
十

!
時
四
十
身
頃
長
さ
約
菰
粍

り
卜
下

の
1
線

で

賂
々
平
か
な
る
記
鎌
中
に
見
出
し
､
正
に
之
が
昨
夜
の
革
質
お
琴
る
も
の
､
即
ち

1
額
の
強
い
音
響
に
針
光
ら
な

い
と
推
断
す
る
こ
と
が
出
家
た
｡

私
は
之
を
附
近
に
慣
石
で
も
墜
落
し
た
の
で
は
な
い
か
と
考

へ
､

一
方
で
は
中
団
入
学
生
中
､
奉
天
附
産
の
父

兄
に
書
簡
を
損
で
昨
夜
の
出
家
事
の
有
無
並
に
そ
の
模
棟
を
問
ひ
合
は
さ
せ
､
他
方
で
は
奉
天
附
近
の
各
村
長
の

庭

へ
同
株
に
聞
合
せ
の
番
面
を
敬
し
た
が
､
膏
を
囲
い
柁
盛
は
夜
隼
に
拘
は
ら
す
奉
天
以
南
に
教
筒
底
あ
っ
陀
が

東
方

へ
住
に
四
十
四
肝
を
振
る
撫
順
附
近
で
も
､
北
方
へ
七
十

1.
坪
か･J距
る
蛾
嶺
で
も
定
に
知
ら
れ
た
bか
っ
た
0

何
火
薬
の
爆
駿
等
の
不
時
の
鼻
炎
で
は
桟
か
つ
た
か
と
心
嘗
わ
な
問
合
せ
て
見
化
が
､

l
つ
も
か
ゝ
る
例
は
無
か

つ
花
｡

奉
天
以
北
に
そ
の
一昔
饗
の
知
ら
れ
な
か
っ
た
の
は
､
音
響
の
根
源
が
南
方
の
天
基
に
あ
っ
ほ
の
か
と
･･Q
想
像
せ

ら
れ
光
が
､
爾
後
何
物
も
好
い
便
り
を
得
る
こ
と
が
出
家
な
か
っ
た
｡
唯
々
不
忠
耗
な
盛
者
と
し
て
疑
問
の
芝
1

今
日
も
何
葬
ら
れ
て
慮
る
｡

甫
澗
洲
の
地
盤
に
放
て

完

五
九



地

球

沸
五
懸

節

1
櫨

E
O

四
〇

最
近
に
営
口
に
於
て
知
ら
れ
陀
故
灰
は
ー
本
年
六
月
十
五
日
華
隼
零
時
五
十
五
分
に
あ
っ
て
ー
同
地
S
l
l
市
比

の
日
通
に
よ
れ
ば
'
約

一
分
間
著
し
い
上
下
動
を
威
知
し
た
J･J
て
､
併
網
地
震
で
あ
ら
-
と
営
口
観
測
所
に
間
食

は
せ
て
来
た
由
ー
然
る
に
同
観
測
所
貝
の
観
察
に
よ
れ
ば
､
上
下
動
は
別
に
威
じ
筏
か
つ
た
が
､
唯
遠
雷
の
如
き

普
南
方
よ
り
凍
っ
た
こ
と
を
明
か
に
開
い
た
｡
そ
し
で
戸
外
の
横
様
も
風
花
が
､
少
し
も
笛
室
の
如
き
も
の
を
組

め
な
か
っ
た
と
｡

営
口
に
先
年
数
年
間
勤
務
せ
ら
れ
た
現
伴
天
連
の
観
測
所
の
告
的
抜
手
の
鐸
験
に
よ
れ
ば
､
営
口
で
は
か
ふ
る

事
賓
に
数
回
出
合

っ
た
と
い
ふ
Q
値
そ
の
音
響
の
農
園
に
親
て
は
唯

一
回
基
地
の
火
薬
庫
の
破
裂
の
嘩
晋
で
あ
っ

た
こ
と
が
推
定
せ
ら
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
介
は
､
皆
そ
の
原
因
不
明
で
あ
る
と
｡
(86
)G

遵
等
は
奉
天
の
と
共
に
所
謂
鼓
灰
で
は
あ
る
ま
い
か
｡
更
に
後
日
の
研
究
と
考
葦
と
を
待
つ
｡

(附
臨
終
)

文

献

(5) (4)(3)(2)(1)

重
点
天
文
菜
編
纂

理
科
牛
浜
第

7
珊
大
正
十
相
中
'
第
五
樹
0

第
文
潮

甘
茄
地
霊
考

巾
準
比
国
段
柵
部
地
質
御
堂
折
地
質
瀧
報
弟
三
娩
'
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